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説　教 

「十字架を眺めるクリスマス」
マタイによる福音書第�章1, �節

伊藤　悟
大学宗教主任

�

イエスは、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘム

でお生まれになった。そのとき、占星術の学者た

ちが東の方からエルサレムに来て、言った。「ユ

ダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこに

おられますか。わたしたちは東方でその方の星を

見たので、拝みに来たのです。」

（マタイによる福音書　第 2 章 1,2 節）

東方の学者たちが十字架につけられたイエス・

キリストの姿を遠くから呆然と眺めている奇妙な

挿画を見つけました。じつに不思議な取り合わせ

なのです。なにか大事なことを語っているような

気がして、私は興味深く見入ってしまいました。

東方の学者たちは、ご存知のようにクリスマ

ス物語のなかに登場します。新約聖書のマタイ

による福音書には、東方の占星術の学者たちが

星を頼りに旅をし、エルサレムまで辿り着いた

あと、産まれたばかりのイエス・キリストを探

し当てたことが記されています。そう、彼らは

主イエスの誕生場面に出てくる人々です。彼ら

が嬰児イエスを見つめているのならわかるので

すが、この画は、なんと彼らがイエスの十字架

を見つめている場面を描き出しているのです。

聖書で言うなら、マタイによる福音書の 2 章と

27 章が一度に描かれている合成図ということ

になり、どうにも奇妙な光景です。

マタイによる福音書は、学者たちはエルサレム

に来て次のように言ったと記しています。「ユダ

ヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにお

られますか。わたしたちは東方でその方の星を見

たので、拝みに来たのです。」はるばる東の国か

らやってきた学者たちがようやくたどり着いたエ

ルサレムでありましたが、じつはそのエルサレム

こそが主イエスが十字架にかけられる場所にほ

かなりません。幼子を探し求めてきたのに、学者

たちは十字架に直面させられたのです。

クリスマスはイエス・キリストの誕生を祝うと

きであり、私たちがこぞって、産まれたばかりの

乳飲み子イエスのまわりに集まり平伏して拝む

ときです（「クリスマス」は Christ（キリスト）と

mas（礼拝）からなる語です）。しかし同時に、こ

の乳飲み子イエスは、十字架にかけられるイエス

でもあります。ですからクリスマスは、「十字架

にかけられるイエス」の誕生を覚えるときであり、

イエスの誕生は「十字架にかけられるための誕生」

だったとも言うことができます。つまり十字架抜

きのクリスマスはあり得ないのです。

巷ではクリスマスを盛り上げる演出効果の準備

はすっかり整っているようです。最近では 10 月

末から町中のイルミネーションの準備が進められ、

クリスマス商戦に向けての準備は夏前から始め

られるといいます。クリスマスの本来の意味など、

どこかに飛んで行ってしまい、とにかく早くから

の準備に追われて、まるでクリスマスを先取りし

たかのような気分で、人々はクリスマスの「雰囲気」

に酔いしれます。そしてその「雰囲気」は、私た

ちの心を躍らせ、浮かれた気分にさせてくれます。
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しかし忘れてはなりません。クリスマスはキリ

ストの「贖
しょくざい

罪」ゆえに私たちに希望と喜びをもた

らしてくれるときだということを。「贖罪」とは

罪の代価のことです。犠牲や代償を捧げること

によって罪過を赦し、帳消しにすることです。あ

らゆる時代の、あらゆる人々の罪の代価・代償と

して、神の子イエスが十字架にかけられ死に至ら

しめられました。本当は死をもって支払わなけれ

ばならない私たち罪の代償を、キリストの代理死

という仕方で 贖
あがな

った、というのがキリスト教信

仰の真髄です。この贖罪があったゆえに、クリス

マスは感謝に満ち溢れた喜びの日となっていくの

です。また贖罪のキリストであるがゆえに、私た

ちはその誕生を祝ってキリスト（Christ）を礼拝

（mas）するのです。

人は楽しい祭り事が大好きです。とりわけ日

本人はその傾向の強い国民です。深い意味など

考えずに、みんなで盛り上がって熱くなること

ができれば、そこに、ある活力を見出すのです。

人や事物を祀り上げて、それに向けて気持ちを

高揚させ、ある種のエクスタシー（絶頂感）を

感じるのです。それによって、つらいことや苦

しいこともあるけれど、それらすべてを吹き飛

ばしたり、たとえ一瞬でもそのことを忘れたりし

て、まあ何とか元気を出して生きていこう、とい

うわけです。それも大事なことです。とくに個

人主義が進む現代社会にあっては共同体意識や

互助精神が欠如していますから、一致団結して

何かに取り組むことができると、それは新鮮に

感じ、かつ人間同士の絆を強めることになります。

ですがそれらは、結局のところ自助努力であ

り自慰行為です。努力によって獲得する充足感

であり、無理矢理気分を煽り立てて瞬間的快楽

を経験しようとするものです。街中のクリスマ

スのデコレーションは、まさに抜群の演出効果

によって自慰行為の手助けをするものです。美

しいイルミネーションやファンタジックな世界

を通して、人々にひと時の癒しと興奮状態を体

験させてくれるのです。

聖書はクリスマスについて、じつはそれとは

まったく正反対のことを教えています。人間に

とって唯一の慰めは、キリストの贖罪に他なら

ないというのです。つまり癒しや慰めは、自分

の努力によって得られたり、人間の内から出る

アイディアによって克服したりするものではな

く、まったく自己の外の出来事によって成就す

るものだというのです。クリスマスは、自慰行

為によってではなく、神の贖罪行為によって、

人間に真の平和と慰めが訪れたことを受け止め

て喜ぶときであるのです。

聖書に記されているクリスマス物語を読んでい

くと、いずれも人間の思いとは裏腹に、神の強引

な関与によって起こった一連の出来事として、私

たちの前に提示されていることが分かります。キ

リストの十字架による贖罪の出来事があったがゆ

えに、私たちは救い主イエス・キリストの誕生を

平和の訪れとして喜びます。本来、クリスマスは

一切の自慰行為や自助努力を否定するときである

のです。本当の救いや慰めは人間の自助努力によっ

てではなく、神の介入によって可能となる、とい

うのがクリスマスのメッセージです。

その意味では、あの挿画のなかで東方の学者

たちが十字架のキリストを眺めていたのは、決

して奇妙なことではありません。むしろそれこ

そが、「クリスマスらしさ」です。挿画のなかで、

学者たちが十字架を見つめて呟きます。「遅すぎ

たかぁ……。」いいえ、遅すぎたのではありませ

ん。今まさに始まるのです。クリスマスはキリ

ストの十字架を見つめるところから始まります。

クリスマスに必要なのは、イルミネーション

でも、サンタクロースでも、プレゼントでも、

ご馳走でも、恋人でもなく、キリストの十字架

です。クリスマス・カラーの「赤」はサンタクロー

スの色なのではありません。キリストが十字架

上で私たちのために流された血潮の色なのです。

「贖い」は英語で“atonement”と言いますが、

これは At-One-Moment だと教えられたことが

あります。キリスト教信仰は、主イエスの十字

架とそれに続く復活の出来事こそが、まさしく

決定的な救いと癒しと平和の瞬間であることを

大切にしてきました。

今年も、もう間もなくクリスマスが訪れます。

クリスマスは十字架の前に立たされるときです。

クリスマスは人間の努力によって作り出すので

はなく、与えられるのです。いや、すでに与え

られているのです。私たちの外側から迫ってく

る「平和と慰め」の出来事を前に、私たちはた

だただそれを見つめて、感謝と喜びの祈りを捧

げていくよりほかないのです。



�

T
he S

avior is born.

特集　クリスマス
〈 幼 稚 園 〉s 

今回は幼稚園の子ども達がどのように主イエ
スさまのお誕生を待ち望み、アドヴェント（待
降節）を過ごしながらクリスマスを迎えるのか、
その一端をご紹介します。
＜クリスマスの意味を知って待つ＞

初めて幼稚園でクリスマスを迎える 3 歳児の
子ども達に「クリスマスって何かしら」と聞い
てみますと、子ども達はにっこり微笑んで「サ
ンタクロースが来る日」と答えます。しかし私
達保育者は、アドヴェントに入ると「クリスマ
スはサンタクロースからプレゼントをもらう日」
だけではなく、神さまの独り子であるイエスさ
まのお誕生を喜び祝う日であることを様々な活
動を通して子ども達に知らせていきます。子ど
も達は 1 年、2 年、3 年それぞれ年を重ねるご
とにクリスマスの意味を知り、興味関心が広がっ
ていきます。私達保育者は、クリスマスの真の
意味を語るにふさわしい環境を整え、適切な言
葉と語り方でイエスさまの降誕を子ども達に伝
えたいと願い、聖書物語や世界各地で語られて
きたクリスマスのお話などを準備していきます。
＜アドヴェント礼拝＞

3 学年の子どもと保育者そして保護者が共に
礼拝室に集まり、クランツのろうそくに火を灯
して 3 回のアドヴェント礼拝を守ります。礼拝
では、担当の保育者らによってテーマが設定さ
れ、お話が語られます。例えば「献げる」がテー
マになりますと、担当の保育者は、レイモンド・
マクドナルド・オールデン作「だれが鐘をなら
したか」やジャン・カルロ・メノッティ作「ア

マールと三人の王様」などを話します。またア
ドヴェント礼拝では、毎年保護者の方達がハン
ドベルを演奏して下さいます。子ども達は毎週
お話を一つずつ聴き、大好きなお母さんの演奏
するベルの音を聴きながら温い気持ちになり、
一週ごとにイエスさまのお誕生を喜び祝う心の
準備をしていくのです。
＜献金をおささげするために＞

クリスマスと言えばプレゼントがつきもので
すが、幼稚園では小さな子ども達がプレゼント
をもらう日だけではなく、自分達に出来ること
を考えプレゼントをする日でもあることを大切
にしています。子ども達はアドヴェントの期間、
幼稚園で作った献金箱を家に持ち帰ります。ご
家庭にも協力して頂き、お父さまお母さまには、
子どもと一緒に話し合い、献金をおささげして
頂くようにお願いをしています。A 子は、毎日
お母さんのお手伝いをしてお小遣いをもらい献
金をしました。B 男は、買い物に行くと好きな
お菓子を一つ買ってもらえるのだそうですが、
それを我慢して献金をしました。C 男はアドヴェ
ントの３週間、渋谷から表参道の一駅をお母さ
んと毎日歩き、その電車代を献金しました。ク
リスマス礼拝当日、一人ひとりの子どもがこの
献金を神さまにおささげしてクリスマス礼拝は
始まります。尚、この献金は日本聾話学校、チャ
イルド・ファンド・ジャパン（アジア、アフリカ
諸国の子ども達の成長と地域の自立を目指して
活動する NGO）、ペシャワール会（アフガニス
タンの医療活動）等にお送りしています。

イエスさまのお誕生を待ち望むアドヴェント

久 保 小 枝 子
幼稚園教諭 



�

T
he S

avior is born.
特集　クリスマス
〈 幼 稚 園 〉s 

＜クリスマス礼拝を守る＞
幼稚園全体でクリスマス礼拝のときをもち、

イエスさまのお誕生を皆で喜び祝います。子ど
もたちに、イエスさまのお誕生は神さまの愛が
一方的に人々に注がれた恵みのときであること
をクラス礼拝やアドヴェント礼拝を通して伝え
る備えをした後に、いよいよ厳粛な心もちで、
ページェント（降誕劇）を通して保護者も参加
しつつ全体で喜びを分かち合うのです。

ページェントは練習をして劇を見てもらうと
いった発表のときではありません。「世界で最初
のクリスマス」を皆で経験していくのです。ヨセ
フ、マリア、ガブリエルや天使たち、羊飼い、星、
ローマの王さま、東の博士たちの役を年長が中心
になって演じ表わしていきます。そして皆を代表
して献金のお祈りをささげる役割も年長が担って
いきます。ページェントのなかでここかしこに子
どもたちや保護者のクリスマスの賛美が込めら
れていきます。それは、まさに、イエスさまのお
誕生と今を生きる子どもたちが繋がれていく重
要な場であり、ページェントを通して礼拝してい
くのです。ページェント自体がクリスマスのメッ
セージになっていくのです。ページェントにいた
る過程は、クリスマスにふさわしい、子どもたち
が楽しんで作り上げていくときでもあります。

2006 年度のクリスマスのことを担任の保育
者が記録した保護者向けのお便りから要約しま
すと次のようなことがありました。全体練習に
参加した、年少組の子どもたちは、大天使ガブ
リエルが登場すると「飛んでるー！」と歓喜の
声を上げ、マリアが台詞を言い終えると「しゃ
べってるよ」と新鮮な思いが溢れ、また賛美の
ときも真剣な面持ちで一生懸命歌いました。歌
い終わると思わず自分たちがページェントに参
加したという特別なうれしさがこみ上げるなど、
年少なりにクリスマスを楽しみに受け止めてい
るようです。年長はというと、クリスマスの前日、

イエスさまのお誕生を喜び祝うとき

川 島 祥 子
幼稚園主事 

練習に向け
て降園前に
ページェン
トの順番で
子どもたち
が椅子を並
べた後、女
児が「ぼく
らは村の羊飼いです・・・」の曲を弾くと、そ
こにいた数名の子どもたちが羊飼いとなって子
どもだけのページェントが始まりました。そう
するうちに初めからやろうということになり、
だれかがその場で何役かの役になりながら、楽
しくてたまらない様子で進められていきました。
仲間と心を合わせていく経験をしながら、クリ
スマスへ一日一日が重ねられていくのです。

子どもたちは友だちとまた仲間と生活しながら
クリスマス礼拝の日を迎えるのです。礼拝は感
謝と喜びをささげるクライマックスと言えるかも
しれません。まさにその最後に献金の祈りが捧
げられます。クリスマス、それは神さまが人を愛
し救うために究極の愛をくださった出来事です。
子どもたちの心にその愛が刻まれるようにと願っ
て、クリスマス礼拝のときを過ごしていきます。
＜保護者会クリスマス礼拝＞

日頃、聖書の学びを通して福音に触れている
保護者の皆様が、心を一つにしてクリスマスの感
謝の礼拝をささげることを大切にしてきました。
院長の深町正信園長先生からクリスマスのメッ
セージを伺い、クリスマスが人知を超えた神さま
の愛のご計画であることに心揺さぶられるとき
でもあります。ろうそくに灯りを灯し、人々の間
に来られた、世の光であるイエスさまを一人ひと
りの心にお迎えするのです。礼拝として厳粛なと
きでありながら聖歌隊のお母様たちの賛美の中
で、神さまの愛にふれる暖かなひとときでもある
のです。
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窪 田 　 靖
初等部教諭

10 月の終わりが近づくと、クリスマス讃美

礼拝に出演する児童の募集が行われます。初等

部のクリスマスについては、これまでにも様々

な形で報告されていますので、今回は讃美礼拝

に出演が決まった児童の声をお届けしたいと思

います。

○喜びの光と幸せの光

「ありがとうございます。」

最初に私の口から出た言葉。私の心は喜びで

あふれている。なんと私は、１年生のころから

ずっとなりたかったマリア役になれたのだ。

マリア役は、クリスマス讃美礼拝の中でもと

ても大きな役である。その大きな役に今年私が

選ばれた。

私は１年生の時、子ども役のオーディション

を受けた。なのに途中から、私もという子がい

て、結局じゃんけんになってしまった。そして

私は子ども役になれなかった。その悔しさをバ

ネにして、私はマリア役に立候補した。その日

から私は、いつも寝る前にしているお祈りに、

神様どうか私がマリア役にえらばれますよう

に、と付け加えた。

そして 10月 26日金曜日のテレビ礼拝の後、

オーディションを受ける４人のメンバーがそ

ろった。私は心ぞうが今にも飛び出しそうなく

らいきん張してきた。

まず順番を決めた。じゃんけんで私は一番最

初だった。オーディションが始まり、みんなは

外に出た。私は舞台の上に正座し、せりふを言っ

た。今までのきん張は飛んでいってしまった。

オーディションは無事に終わった。私はなぜか

２回やった。先生は、

「トップバッターだから」

と言っていた。

そして結果発表の時先生が、

「今年のマリアは原さんです。原さんが一番

自然にやっていたからです」

とおっしゃった時、私の心の中はパッと明る

い光に照らされた。そう、喜びの光と、幸せの

光に。� （５年生　原　真央）

その役に対する思い入れ、オーディションや

抽選での気持ちが伝わってきます。ヨセフ役に

決まった６年生の多田羅大暉君は、

「入学の前の年に見たヨセフの姿をかっこい

いと思い、１年生になってヨセフは６年生がす

ると知って、絶対になるぞと心に決めた。・・・

オーディションでは心臟が激しく鼓動している

のがよく分かり、12 年間生きてきて、鼓動を

あんなに強く感じたのは初めてだと思った」

と書いていますし、宿の主人役の６年生、山口

稜平君は、

「ヨセフとマリアに宿はあいていないと手を

ふる動作がかっこよくて、６年生になったらや

りたいなあと、１年生の時から思っていた。…

心からイエス様の誕生を祝福したい」

と書いています。

他にも、

「初めてページェントを見た時、客席後方か

ら綺麗な衣装を着て出てきた博士に目を奪わ

ベツレヘムへ
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れ、その時からずっとあこがれていた。おごそ

かに進行していくページェントの中で、博士の

登場する場面はとても華やかで明るく見え、イ

エス様の誕生を心から祝っている感じがした。

…あの、マントをつけ、帽子をかぶり、ゆっく

り歩いてだん上に上がる自分を想像してどきど

きしてしまった。」（５年生　遠藤　了）

「１年生の時は、天使になりたいと思ってい

た。しかし、２年生の時、さっきまでうるさかっ

た青学講堂を大きなはきはきとした声で一気に

静かにさせる上級生の姿に憧れて、それ以来、

この役を目指してきた。去年のオーディション

で受かることが出来なかったので、今年、再び

挑戦してみることにした。」(６年生　赤津成美 )

「初めてクリスマス讃美礼拝を見たのは幼稚園

の時だった。その時にみ告げの場面が強く心に

残り、その後、羊や天使など心がゆれることも

あったが、私の心の中にはずっとみ告げのシー

ンがあった。本当はガブリエルの役をやりたかっ

たのだが、身長が低くそれはかなわなかったの

で、同じみ告げのシーンでもナレーターという

形で奉仕したいと思った。」（６年生中村　桜）

「幼稚園生の時、姉のページェントを見に行っ

た。劇が始まって最初に出てくるナレーターは、

制服を着て、スポットライトが当たっていてと

てもかっこよくて、私もあの役をやりたいと思っ

た。…本番までに私の欠点である言葉が早くな

りすぎることを直したい。」（６年生中村　愛）

「初等部生として今までに３回ページェント

を見て、役をしている人の表情やじっと動かな

い様子がすごいなあと思い、いつか私もやって

みたいなと感じた。役に私の顔をあてはめてみ

ると、宿の客がピッタリだった。…脇役だけど、

イエス様が宿はいっぱいで馬小屋にお生まれに

なった事実を知らせるためにいっしょうけんめ

い演じたい。」（４年生　高野有彩）

といった声があり、どんな役にでもそれぞれの

思いがあるのだなとしみじみ思います。

「幼稚園の時に初めてページェントを見た時は、

ただ感動して見ていただけだったが、入学して、

それが演じる人、裏方を受け持つ人など、初等

部の子どもたち全部で作り上げられていると知

り、とても驚いた。ぼくもいつかは…と、楽しみ

になった。」（羊飼いの声役　６年生久保　直生）

「初等部のページェントは、先生や裏方の生

徒みんなで力を合わせて作り上げるところがす

てきだと思う。…みんながイエス様のおたん生

日を喜んでむかえることができるようにがんば

りたいと思う。」（天使役　４年生　高橋　早紀）

という声が象徴しているように、神様が私た

ち一人一人を大切な存在としてこの世に送り出

してくださったのと同じで、小道具の係や会場

係、普段からクラブとして活動している聖歌隊

やハンドベルクワイア、会場で讃美歌を歌った

り、レコーダーを吹いたりする初等部生、卒業

生や保護者の方、どれ一つが欠けても成り立た

ない、初等部の讃美礼拝です。

讃美礼拝の始まりの言葉で、この記事を締め

くくりたいと思います。

「私たちも、羊や羊飼い、博士たちのように、

馬ぶねの中に生まれたイェス様を、一人一人の

心の中にお迎えしたいものです。それではみん

なで、ベツレヘムの野へ急ぎましょう。」
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青山学院大学聖歌隊は現在約 30 名の隊員が所
属しており、1982 年より指揮者に藤本敬三氏を、
2005 年より伴奏者に身﨑真理子氏を迎え、質
の高い演奏を目指して日々活動しています。その
ジャンルは讃美歌をはじめ、古典的な教会音楽か
ら現代聖歌まで幅広いものです。

普段は大学の式典や礼拝での活動を中心とし
ておりますが、夏には演奏旅行、秋には定期演奏
会、冬にはクリスマスコンサートなど、一年を通
して充実した活動を行っています。

特に、学外で行う唯一の活動である演奏旅行
では毎年素晴らしい出会いを得ています。今年度
は沖縄を訪問し、教会で行ったコンサートにおい
て多くの方々と主を賛美する喜びを共にしまし
た。他にも、老健施設では戦争を経験なさった
方々を癒すと同時に平和の大切さを学び、幼稚園
では劇「小さい羊」やこども讃美歌を通して園児
たちと交流することができました。賛美の喜びを
伝えることが演奏旅行の目的ですが、私たちは毎
年多くの喜びを与えられています。

また、これまでに四枚のＣＤを発売しており、
いずれもこれまでにない方向性を示す教会音楽
として好評を博しています。

ハンドベル・クワイアは週 2 回、木村栄子
先生のご指導の下、練習をしています。主な
活動として、大学キャンパス内で行われる礼
拝で演奏奉仕を行っています。また、毎年１回、
演奏旅行へ行きます。今年の演奏旅行は京都
へ行ってきました。３泊４日の日程で、幼稚園、
病院、教会で演奏奉仕を行いました。たくさ
んのお客様に恵まれ、大盛況のうちに終わる
ことができました。その他にも、10 月に調布
にある老人ホーム施設において、演奏をしま
した。下はその時の写真です。施設の皆様と
暖かい一時を過ごすことができました。

そして、12月15日には青山学院大学青山キャ
ンパスガウチャー記念礼拝堂において 18 時よ
りクリスマスチャペルコンサートを行います。
ぜひ、“天使の歌声”とも呼ばれるハンドベルの
音色を聞きにいらしてください。

埼玉県栗橋市に「光の子どもの家」という児
童養護施設があります。私たち青山キリスト教学
生会は、そこで毎年６月初旬に行われるバザーに、
お手伝いとして参加します。具体的には、商品販
売や後片付けを手伝い、さらに子ども達と一緒に
楽しく遊びます。私たちはこの活動をたんに「ボ
ランティア活動をする」といった表面的なものに
留めるのではなく、「あなたがたに新しい掟を与
える。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたが
たを愛したように、あなたがたも互いに愛し合い
なさい（ヨハネ13：34）」という聖句にもとづき、
むしろその中身を大切にしようとしています。

青山キリスト教学生会は、日々「神がまず私
を愛してくださったゆえに、私も人々を愛する」
というビジョンのもとに活動をしており、それ
によってこの奉仕も行っています。キリストの
愛がそこになければすべてが空しいからです。
これからもキリストの愛をもって奉仕する姿勢
を通し、イエス・キリストを証し続けることを
祈り求めていこうと思います。

◯ 大 学 学 生 四 団 体 の 学 外 活 動 ◯

聖
歌
隊

第二部聖歌隊は今年度、隊員の数が２倍にな
り、これまで以上に精力的な活動ができていま
す。月に一度だった礼拝奉仕を月に２、３度に
増やしたり、学内・学外の他団体との合同演奏
会や、入学式・学位授与式などの学校行事に参
加したりと、活動の場が広がりました。

練習日が週に一度、土曜日の午前中だけとい
うことで、練習時間は少ないのですが、指揮者
でオルガニストの飯靖子先生が楽しいお話を交
えて指導してくださるので、とても有意義な練
習ができます。

聖歌隊のメンバーは、学科も年齢も様々です
ので、歌だけでなく、お互いに学ぶことがたく
さんあります。

クリスマス・ツリー点火祭のほか今後はクリ
スマス礼拝での奉仕や毎年３月に行っている
定期演奏会の準備もあり、忙しくなります。こ
の１年の集大成として第二部聖歌隊らしい、ユ
ニークな定期演奏会ができるようアイディアを
練り、練習に励みたいと思います。

第
二
部
聖
歌
隊

ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
ワ
イ
ア

青
山
キ
リ
ス
ト
教
学
生
会



�

絵本づくり五十年を振り返ってしみじみと思

うことは、私の児童図書の出版事業を支えてき

た原動力は聖書でした。

1945 年 8 月 15 日の敗戦を知ったときの実

感は、歓びではなくまったくしらけた気分で、

ただ“死ななくてもよくなったらしい”という

思いでした。国のために死ぬことを 18 年間も

教えられ、死ぬために生きてきたことが無意味

になったのです。死ななくてもよいということ

は、“生きる”ということです。しかし人とし

て生きつづけるとは、どういうことなのでしょ

うか。何のためにいつまで、どのように生きる

のかがわかりません。この時以来今日まで、“生

きる”ということが心の底から離れることがあ

りません。

翌 1946 年に旧制の同志社大学予科に合格

し、入学式で初めてキリスト教の礼拝に接し、

間もなく聖書を手にし、やがて聖書の講義も受

けることになりましたが、宗教というよりも思

想や哲学の話を聴くような態度で、理屈でわか

ろうとするばかりです。頭で納得できても感情

が働かず、実感が沸きません。聖書を読んでも、

何か眼に見えぬ越えられぬ大きな厚い壁が立ち

はだかっているようでした。

そのようなある日、学内の礼拝に出席してい

て、聖書朗読で「ヨハネによる福音書」第一章

を耳にし、聖書の言葉を声で受けとめ、語る人

の思いと信仰とが声を通じて伝わり、衝撃を受

けました。

“言の内に命があった。命は人間を照らす光

言葉の消える時代に

松居　直
福音館書店相談役

であった。光は暗闇の中で輝いている。暗闇は

光を理解しなかった。”

私は今まで“言葉”というものをこの時ほど

強く意識したことがなく、この時、自分はまさ

に暗闇の中にいるのだ、そして言葉が光なのだ、

言葉こそが命で人間を生かす光なのだと直感し

たのです。聖書の文字を読むだけでなく、聖書

の言葉をもっともっと聴くことが大切なのだと

悟り、以後教会の礼拝に出席するようになった

のです。

大学卒業とともに出版と編集という仕事につ

き、日々言葉と活字との格闘を繰返す労苦と歓

びの渦中に、私を支えてくれたのは、言葉の内

に命があり、言葉は光で生きる力なのだという

思いでした。とりわけ絵本の編集に専念するこ

ととなり、経験ゆたかな保育者の方々や親の話

を聴いたり、わが子に絵本を読んでやってみる

と、声の言葉が聴き手の心にどれほど深くとど

くかを思いしらされました。それだけでなく子

どもは絵本の絵をくまなく言葉として読みとる

こともわかりました。たしかに絵は言葉そのも

のです。大人は絵を見るだけなのに子どもは絵

を読みます。そのうえ語り手が“手”で絵本の

ページをめくる動きが物語を動かし、絵本とい

うものの本質と楽しさを伝えることがわかり、

本好きと言葉好きを幼児から青年期にかけて身

に付けることが、読書力を養うだけでなく、声

の文化と文字の文化の結晶である聖書にいたる

道をひらくのだと確信しました。

聖書では主イエスは終始そのみ言葉を語りつ

づけ、自ら書かれてはいません。そのみ言葉は

弟子達が記述したのです。弟子達の抜群の聴く

力が、あのみごとな福音書を書き残したのです。

聴く力を深く深く身につけていなければ、聖書

を読んでもみ言葉の命と力を実感し、信仰する

ことはできません。その配慮と実践の場が教会

であり、積重ねの場が家庭と保育と学校教育の

場です。それが不充分であればわが国の教会の

未来に光はみえないのです。“光あれ”。

シリーズ「地の塩、世の光」

シリーズ「地の塩、世の光」は、各界でご活躍のキリスト者の
「証し」を連載するコーナーです。今回は、松居直氏にご寄稿
頂きました。
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青山学院資料センター所蔵のキリスト教貴重

文献・史料その 21 は、青山学院日本人初代院

長本多庸一先生のアメリカ・メソジスト宣教局

との契約文書および若き本多庸一が青雲の志を

抱いて横浜で勉強していた時の恩師ジェーム

ズ・バラ（James Ballagh）にあてた弘前より

の英文書簡の紹介です。これらの史料は北米

ニュージャージー州マディソン市のドゥルー大

学構内にある Methodist Archives に於て 1991

年に筆者が蒐集したものです。

まず宣教師 Ballagh あての書簡。本多庸一は

1872（明治５）年５月３日、宣教師バラによ

り洗礼を受け、成立したばかりの日本基督公会
4 4

に参加します。時に満 23 歳。この日本基督公

会は超教派主義を標榜し、次のようにうたって

いました。

「我輩ノ公会ハ宗派ニ属セズ。唯主耶蘇基督

ノ名ニ依テ建ル所ナレバ、単ニ聖書ヲ標準トシ

是ヲ信ジ是ヲ勉ムル者ハ皆是基督ノ僕、我等、

兄弟ナレバ、会中ノ各員全世界、信徒ヲ同視シ

テ一家、親愛ヲ尽スベシ。是故ニ此会ヲ基督公

会ト称ス」

これがいわゆる横浜バンドです。

1874（明治７）年 11 月、本多庸一は東奥

義塾々頭に招かれ、宣教師イングを伴って弘前

に帰ります。John Ing はメソジスト教会宣教師

として中国に伝道し、その帰途横浜に立寄った

ところをバラに説かれて本多庸一と行を共にし

て弘前に赴いたのでした。

さて、ここに紹介するのは本多庸一から

Ballagh にあてた英文の書簡です。日付からみ

て、弘前メソジスト教会設立の直前のものです。

本多はたて前上、横浜公会の会員のまま、横浜

公会の分身として弘前公会を 1875（明治８）

年８月に設立しました。それから約１年後、こ

の公会はメソジスト教会に移ります。

“My dear Teacher Ballagh”という呼びか

けで始まる弘前からの 1876（明治９）年１月

15 日附のこの手紙は、若き
4 4

本多庸一の、現存

する恐らく唯一の英文書簡であろうと思われま

す。それだけに英語表現が不完全で意を十分に

汲み取り難い部分もありますが、弘前に於て伝

道と教育を始めた頃の彼のよろこびも苦労もよ

く見えてきます。

「毎日曜日、この教会の人々は神の恵みのも

とに真理について信仰と知識に向って励んでい

ます。24 人のメンバーとその他４人が洗礼を

受けようとしています」と近況を述べ「イング

先生は毎日曜日と金曜日の夜、教えに来て下

さっています」とイングに感謝しています。そ

して「今や迫害は以前より遥かにゆるくなりま

した」と伝道のよろこびを語っています。本多

が弘前にキリスト教をもち込み伝道を始めた当

初は、種々の迫害にとり囲まれていましたが、

本多家という曽ての津軽藩の重臣の出自に於

て、本多庸一自身の才能・人物に於て、そして

使命感に燃えた誠実な情熱に於て、「本多のヤ

ツならば…」という信頼が人々の白眼視を和ら

げ、漸くここまで漕ぎつけた、ということでしょ

う。然し、「働き手は少ないし、第一資金に窮

乏している」と嘆きを洩らし、「100 ドルを横

浜公会から頂いた」ことに感謝しています。「更

にこの教会の発展のために沢山のことを考えな

ければならない」として、「良い外人教師を将

来何年も教会でも学校でも傭うこと」に対する

不安を述べ、「イング先生はこのことに大変同

情し心配して下さっています」。「そのためには

外国ミッションをオープンにすることが恐らく

唯一の解決策であって、教会と学校にとって共

に大きな助けとなるであろう。メソジスト教会

はそれが出来るし、そうするであろう」とイン

グの忠告をあげ「プレスビテリアンやコングリ

ゲーション（組合教会）やその他の教会よりも

メソジスト教会の助けをかりる方が、より賢明

だと思われます」と彼の考えを述べています。

この書簡を恩師バラにあてて書いたのが前述し

たように 1876（明治９）年１月 15 日ですが、

このあと間もなくバラ師あてに長文の書簡を書

いています。そこでは本多が弘前時代に公会
4 4

を

離脱して、バラの属する一致教会に加わらず、
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中間省略…
（本多の日本での伝道者としてのステータス及び
経済的条件について）

メソジスト教会に移ったことに対する一種の弁

明や主張がこまごまと書かれています。この釈

明の手紙の下書きは本多繁「本多庸一未発表文

献」『宮城学院研究論文集』Ⅱに収められてい

ます。

いずれにせよ、弘前教会がメソジストを受け

入れたことは、勿論イングの真摯な人柄の影響

によることが大きいと思われますが、本多が恩

師バラに送ったこの書簡に接して、彼のメソ

ジスト転向のいきさつが見えてくるようです。

こ の 書 簡 は 最 後 に“Your’s Humble Pupil in 

Christ”と結ばれています。

次に本多庸一が宗教と教育に生涯を捧げる

決意を以てアメリカから帰国した時のいきさ

つを物語る資料を紹介しましょう。1888（明

治 21）年９月から 1890（明治 23）年６月

まで本多は渡米します。「宗教々育の視察が目

的」でありましたが「政事方面にも視線が向い

て」いました。「政治か宗教か」─前途の進路

を思い悩んでいた唯中で、ペンシルヴァニア州

ピッツトン駅近くの小橋上での列車禍危機一髪

の体験を天の警告と受け止めた劇的な回心のエ

ピソードは良く知られていますが、これを契機

として政界のキャリアを断念し、宗教教育の道

に専心するに至り、ドゥルー大学で神学を勉強

した後、アメリカ・メソジスト宣教局の推薦

を得て帰国します。その時の宣教局との契約

（Agreement）が残されているのです。そこに

は大要次のように記されています。

「Y. Honda はその政治生活を全く断念して、

メ ソ ジ ス ト 監 督 教 会（Methodist Episcopal 

Church）の日本における宣教師の仕事に全身

全霊を捧げる決意を以て日本に帰ることに同意

した。この契約は上記の証明である。本多は教

会及び宣教局の権限によって委任された任務に

つき、報酬を受ける。彼は外国人宣教師として

ではなく、日本人伝道者（native worker）とし

て奉仕するために日本に赴くのである。上記の

条件に宣教局は同意し、日本への渡航費として

200 ドルを超えない額を支給する。本多は 25

ドルを毎四半期に返済する。」

そして監督 S. L. Baldwin、総主事 J. O. Peck

と本多庸一 Yoitsu Honda のサインがあります。

ところで、この本多庸一のサインですが、実

は本多庸一はヨウイチかヨウイツかということ

が長年の疑問であったのです。彼自身はお国な

まりがかなり強かったようで、津軽弁で“ヨウ

エヅ”に近い発音をしていたに違いありません

が、勿論録音がない以上キメ手がありませんで

した。ローマ字サインがあれば解決するのです

が、彼はいつも Y. Honda とだけサインをして

いたのでした。ところがここで始めて Yoitsu と

いうサインに出会い、本多庸一はホンダヨウイ

ツ（Honda Yoitsu）であったことがわかった次

第です。

さて、本多はこうして日本に帰国するのです

が、その途上で書かれたと思われる宣教局総

主事 Peck 宛の手紙があります。それによれば

1890（明治 23）年６月４日にニューヨーク

を発ち、６月 14 日にサンフランシスコを出航

して太平洋上に一週間、ホノルルに６月 22 日

に着き、ここの教会で説教をしたという報告で

す。こうして無事日本に帰国し、東京英和学校

総理（青山学院々長）に就任したのでした。
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『「集団自決」を心に刻んで─沖縄キリスト者の絶望からの精神史─』
金城重明著 （高文研、1���年）

女子短期大学国文学科准教授

シリーズ・キリスト教図書紹介
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キリストの救いの周辺的な事柄ではなく、

その核心に関わる要素であります」とし、「キ

リスト教会の長い歴史において、〝平和〟は、

教会の宣教活動の本流から周辺に追いやら

れてきたように思います。教会が平和を語

る時、心の平安、共同体内部の〝和〟（パッ

クス）と理解され、平和概念を、社会や国家、

あるいは世界的規模にまで押し広げて考え

ることをしてこなかったのであります。」と

述べられ、「実践・行為をともなわない信仰

は、観念的になり、脆いもの」であること

を指摘しています。そして、「平和創造の第

一の主体はキリストであるにもかかわらず、

神は私たち人間に参与を呼びかけておられ

ます。」「キリスト者は、神から授かった和

解の賜物を、自らの内面に閉じ込めること

なく、他の人々に伝えてゆく任務を与えら

れているのであります。」と述べられ、平和

の実現においてまさに「世の光」たらんと

する氏の姿勢を説明しておられるのです。

また本書には、青山学院時代のエピソー

ドが紹介されているのも興味深いことです。

氏の勉学への意欲はすさまじく、「夏休みや

春休みなど長期の休暇には、

自分の体力に挑戦する意味

も含めて、一日に何時間勉

強に耐え得るか試してみま

した。一日平均一五時間の

勉強は一週間ほど継続でき

たのですが、一七時間平均

では体力が続きませんでし

た。」とのくだりには、私自

身の学問への態度を大いに

反省させられました。

本書は、沖縄出身の牧師・金城重明氏の

信仰と体験・活動を綴った自伝的書です。

金城重明氏は、青山学院大学神学部にて

学ばれた校友です。一六才のとき、出身地

の沖縄・渡嘉敷島にて、「集団自決」を体験

し、その後キリスト教に出会って、現在に

至るまで平和を実現するために歩んでおら

れます。金城氏をとおして、「集団自決」問

題はもとより、戦後沖縄におけるキリスト

者の平和への取り組みの歴史が浮き彫りに

されています。

2007 年の今年、高校歴史教科書の沖縄

戦に関する記述に検定意見がつき、「集団自

決」への日本軍の関与を否定するような記

述に改められることになったのを受け、沖

縄では大きな反対運動がおこりました。ま

たこの教科書問題のそもそもの発端となっ

たのは、「集団自決」を命じたとされてきた

もと日本軍守備隊長らが、「命令はしていな

い。大江氏らの著作は名誉毀損である」と

して提訴した公判中の裁判（いわゆる「岩

波・大江沖縄戦裁判」）です。渡嘉敷島の「集

団自決」の生き証人である金城氏は、「集団

自決」が軍の関与で起こっ

たという事実が埋もれてし

まわぬよう、各所で発言し、

裁判の証言台にも立ってお

られます。

こうした金城氏の姿勢は、

キリスト教における平和の

位置づけ、ならびにキリス

ト者の平和への態度につい

ての、氏の深い理解にもと

づいています。本書におい

て氏は、キリスト教と平和

について、「平和は、イエス・



高等部教諭

シリーズ・私の教会 

池田　敏

日本福音キリスト教会連合　永福南キリスト教会

で過ごす人がたくさんいます。そのため毎

日曜日当番を決め、昼食の提供をしており

ます。その当番もいわゆる婦人会に頼りっ

ぱなしではなく、男性や若者も参加し、と

てもおいしいと評判です。午後もお茶を飲

みながらの交わりや、神学生がリードして

くださる聖書研究会、また有志での祈り合

いなど、人のつながりを大切にしている教

会です。

竹内豪牧師は、人の話を聞くことが上手

な先生で、私たちは頼りきっています。礼

拝の度に御言葉に養われることの喜びを実

感しています。都会の教会の宿命で、遠方

から通っている人が多かったのですが、近

年どうしても教会の近くに住みたいという

人が増え、続々と近隣に越してきました。

私もその一人で、教会まで自転車で 5 分ほ

どのところに住み、日曜日以外にも足を運

ぶことが少なくありません。コミュニティー

の中心になっています。

連なる一人一人に

目を留め育ててくだ

さる神様に心から感

謝する日々です。

永福南キリスト教会は、1985 年、浜

田山キリスト教会が開拓伝道の教会として

22 名の教会員を派遣し、下高井戸駅近く

の民家を借りて始まりました。建物が普通

の民家であったこと、また派遣されたメン

バーが同じ若い世代が多かったことなどか

ら、家族的な雰囲気を持ち続けている教会

です。1993 年にそれまで借りていた民家

を、それ以上借りられなくなり、現在の地

に移転しました。徒歩 20 分ほど離れた地

になりましたが、何とかぎりぎり「永福南」

という名称に耐えられる地域で名称を変え

ずに済みました。現在の会堂も民家で、広

め（約 30 畳）のリビングで礼拝を守って

おります。この 22 年間で人数は大幅に人

が増え、現在 60 ～ 70 名ほどが出席して

います。民家では収容しにくい人数で、現

在建て直しを準備しております。

場所は井の頭線西永福駅から徒歩 5 分ほ

どの閑静な住宅街で、神田川沿いにありま

す。川沿いの遊歩道を散歩する人が看板を

見て立ち寄ることも少なくありません。緑

の多い地域で、川沿いの並木や、庭の植栽

も豊かで緑を見ながらの礼拝で心の落ち着

きを取り戻せるような気がします。大きな

特徴として、集まる人は皆、教会にいるこ

とが大好きで、日曜日となると終日を教会

竹
内
牧
師

礼拝の様子
1�



クリスマス・ツリー

今年もクリスマス・ツリー点火祭が青山と相模原の両
キャンパスで行われました。アドヴェント（待降節）に
入る直前の金曜日の夕刻に、毎年行われる盛大な礼拝
です。ところで、クリスマス・ツリーとは何を象徴する
ものなのでしょうか。いろいろな説がありますが、どう
も創世記に記された堕罪物語と関連性があるようです。

人間は神にかたどって造られた特別な存在でした
が、蛇の誘惑に負け、神との唯一の約束を破ってしま
います。そしてエデンの園から追放されます。創世記
3：24 には、「（主なる神は）こうしてアダムを追放
し、命の木に至る道を守るために、エデンの園の東に
ケルビムと、きらめく剣の炎を置かれた」と記されて
います。神との約束を破ることによって楽園の門は閉
ざされ、命の木に近づく道は断たれてしまったのでし
た。しかし命の木に至る道は、「道であり、真理であ
り、命である」（ヨハネ 14：6）イエス・キリストに
よって、再び通ることができるようになります。ロー
マの信徒への手紙は、この恵みの出来事を次のように
述べます。「一人の人の不従順によって多くの人が罪

人とされたように、一人の従順によって多くの人が正
しい者とされるのです」（5：19）。つまり、最初の人
アダムによって罪が世に入り、全ての人に及んだわけ
ですが、キリストが十字架の上で贖いの死を遂げるこ
とにより、全人類の罪は洗い清められたのです。

この全人類の救い主であるキリストが、私たち人間
と同じ肉体をまとい、聖なる夜に地上にお生まれくだ
さった。こうしたキリストの誕生と贖罪を想起させる
のが、クリスマス・ツリーの役割なのです。16 世紀の
ヨーロッパでは、クリスマス・ツリーの飾りとして、林
檎と聖餐式のパンが一緒につるされていたそうです。
林檎は堕罪を意味し、聖餐式のパンは贖罪を意味して
います。しかし世俗化によって、聖餐式のパンはいつ
の間にかクッキーに姿を変えてしまいました。青山学
院に連なる私たちは、建学の精神であるキリスト教信
仰を堅持し、本来の意味を後世に伝えて参りましょう。

ちなみに青山キャンパスのクリスマス・ツリーは
ヒマラヤスギで、高さは約 10 メートル。電球の数
は 295 個で、アドヴェント前日の 11 月 30 日から
クリスマス当日の 12 月 25 日の毎日、午後４時から
10 時 30 分まで点灯されます。 （髙砂民宣）

コ

ラ

ム
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米山記念礼拝堂は、米山梅吉先生を記念して

命名されました。1937 年、青山学院小学財団が

設立され、青山学院緑ヶ岡小学校を開校しまし

た。その初代部長が米山梅吉先生です。初等部

の校舎が以前、現在の女子短期大学の場所にあっ

たとき、「米山記念講堂」という建物がありました。

その後、現在の場所に移ったときには、「米山記

念・・・」という名称は消えました。今回、ガウ

チャー記念礼拝堂やオスカーミラー礼拝堂など

の名称に倣い、初等部創立 70 周年を記念して、

「米山記念礼拝堂」と名付けることになりました。

新しい礼拝堂は、旧礼拝堂の面影を残しつつ、

より多くの会衆が集うことができるように座席

数を 945 席としました。旧礼拝堂のステンドグ

ラス、パイプオルガン、連立の十字架、燭台な

どはそのまま移設しました。13 メートルの天井

は、豊かな響きを作りだしています。礼拝堂エン

トランスは全面ガラス張りで外光をたくさん取り

入れ、光に満ちた礼拝堂となっています。

初等部の新しい礼拝堂

米山記念礼拝堂

小澤淳一
初等部宗教主任
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初等部創立 70 周年の創立記念礼拝を守りました。お

話は、初等部長の上戸秀夫先生。

感謝祭礼拝
11月22 日（木）

神様の恵みとしての収穫物を礼拝堂に持ち寄り感謝を

する礼拝を守りました。お話は、小澤淳一宗教主任。

アドベントコンサート
11月 30 日（金）

新しく完成した米山記念礼拝堂で行われる最初のアド

ベントコンサート。11回目になりました。

演奏者として市ヶ谷ルーテル教会オルガニストの湯口

依子氏を、また、賛助出演として山本英助氏（トランペッ

ト）をお迎えしました。

保護者のためのクリスマス礼拝
12 月7 日（金）

新１年生の保護者の方々もお迎えしてクリスマスの礼

拝を守りました。説教者は岩田昌路先生（狛江教会牧師）。

クリスマス讃美礼拝
12 月20 日（木）

50 年以上同じ台本でページェントを守ります。6 年

間に１度だけ、ご奉仕ができます。

（宗教主任　小澤淳一）

クリスマス礼拝
2007年12月1８日（火）14時～15時30分

青山学院講堂

礼拝はページェント形式で行われ、聖歌隊･聖書朗読

などあらゆる奉仕が生徒によって進められます。

伝道週間
2008 年 2 月12 日（火）～15 日（金）

青山学院講堂

講師：日本基督教団狛江教会牧師　岩田昌路先生

国際交流・宗教講演会
2008 年２月19 日（火）6 時限目

講師：ジュリウス・クジュール神父（「イエス・アシュ

ラム」代表）と小林進司祭（「イエス・アシュラム支援

の会日本」代表）。インド・コルカタ郊外にあるハンセン

病やＡＩＤＳなどの患者の治療・療養施設とその支援団

体の代表者による講演会です。

卒業礼拝
2008 年 3 月12 日（水）9 時 00 分

青山学院講堂

説教者：日本基督教団中渋谷教会牧師　及川信先生

（宗教主任　西田恵一郎）

宗 教 セ ン タ ー だ よ り

クリスマス礼拝
12月14日（金）

年長児が聖誕劇

を行います。礼拝

の後は、子どもた

ちの手作りのお菓

子を持って学院内

をキャロリングに出かけます。

始業礼拝
1月9日（水）

3 学期のスタートです。全園児と保護者の方々で礼拝

を守ります。

おもちつき
1月 30 日（水）

お相撲さんと一緒につきます。合わせて「力士対子ど

も」のお相撲大会も行われます。

卒園礼拝
3月6日（木）

卒園を直前にした年長児と保護者が今年度は短大の

タヒューン先生をお迎えして説教を聴きます。

終業礼拝　3月13日（木）

卒 園 式　3月14日（金）

入 園 式　4月10日（木）

（教諭　多々内三惠子）

初等部は11月16 日（金）に 70 周年記念式典を終え、

新たな一歩を歩み始めました。新校舎建築もすべて終わ

り、校庭は天然の芝生になり、子どもたちは裸足になっ

て遊んでいます。

聖書週間特別礼拝
10 月17 日（水）

北陸学院中学・高等学校の校長、堀岡啓信先生からお

話を伺いました。

となり人を覚える礼拝
11月 9 日（金）

児童宗教プロジェクトのＣＣＷＡスタッフを中心に、

初等部が支えている６人の里子の紹介と 07 年 3 月に

フィリピンの里子を訪問した２人の児童の報告を受けま

した。

創立記念礼拝
11月16 日（金）
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編集後記
クリスマスについて知らなかったこと：

r 現在のサンタは、19 世紀の漫画家 Thomas Nast の作品か
らできた。 r クリスマスがほとんどの国で最大の経済的刺
激である。 r アメリカ最高裁は 2000 年 12 月 19 日の判決
でクリスマスの違法性について判断した。 r クリスマスに
関する最初の記録は、Philolacus が 354 年に書いた著書に
ある。 r クリスマスツリーに関する最初の記録は、ドイツ
Bremen 市の 1570 年文書にある。 r Boston では、1659
年から 1681 年までクリスマスを禁止する法律があった。

毎年クリスマスのたびに、新しい発見があります。今回も
多くの方々にご執筆いただきました。皆様、良いクリスマス
をお迎えください。 （Lenz）

クリスマス礼拝
高等部のクリスマス礼拝、祝会は１２月１９日（水）、

PS講堂で行われます。第１部は礼拝。クリスマス説教は、

宗野鏡子氏 ( 田園江田教会 )、「さあ、ベツレヘムへ行こ

う」です。聖歌隊の賛美とハンドベル部による演奏が加

わります。

第２部としてクリスマス祝会を行います。佐々木冬彦

氏によるハープ演奏と信仰の語りがあります。

クリスマス合同コンサート
聖歌隊、オルガン部、ハンドベル部による合同コンサー

トは１２月２２日（土）にガウチャー記念礼拝堂で行わ

れます。今年もオルガン部メンバーによるオルガン演奏、

ハンドベル部のハンドベル演奏、聖歌隊の合唱によるメ

サイアが演奏されます。

このコンサートは一般に公開されていますので、誰で

も入場できます。多くの方のご来場をお待ちしています。

（宗教主任　坂上三男）

クリスマス礼拝
１２月１９日（水）13：00 ～14：30

青山学院講堂

説教：小室尚子先生（東京女子大学准教授）

天城・冬の集い
１月３０日（水）～２月１日（金）

天城山荘

特別講師：伊藤悟先生（大学宗教主任）

＊街の、騒々しいクリスマス・ソングや、眩しすぎるイ

ルミネーションに疲れたときには、短大のクリスマス

礼拝においで下さい。共に、静かな祈りのときをもち

ましょう。 （宗教委員　西願広望）

クリスマス礼拝
12月18日（火）

18:00～

ガウチャー記念

礼拝堂（青山）

12月20日（木）

17:50～

ウエスレー・

チャペル（相模原）

説教　いずれも藤本満氏（インマヌエル高津キリスト教会）

チャールズ・ウェスレー生誕 300 年記念コンサート
12月 6日（木） 16:40～ ウエスレー・チャペル（相模原）

12月 18日（火） 19:30～ ガウチャー記念礼拝堂（青山）

皆様のご来場をお待ちしております。

オルガニスト養成講座受講生発表会
12月 17日（月） 18:15～ ウエスレー・チャペル（相模原）

  2月 4日（月） 17:00～ ガウチャー記念礼拝堂（青山）

講座受講の学生によるパイプオルガン発表会です。

（宗教センター事務室　平野修一）

Ａｒｔ　クリスマス　Ａｏｙａｍａ
11月27 日（火）～12 月21日（金）

短大ギャラリー他

クリスマスをテー

マとした絵画展です。

どなたでもご自由に

ご来場下さい。

教職員新年礼拝
2008 年 1月 9 日（水）16:30 ～　

ガウチャー記念礼拝堂

（宗教センター事務室　平野修一）


